
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三世代交流学科 H コース  三木町愛育会共催 

日時●11 月 26 日（土）  

第１部 10：30～12：00  第２部 13:00～14:30 

会場●三木町防災センター 大ホール 

10:30～10:45 森のお話 

10:45～11:４5 積み木で作る→鑑賞する→発表 

11:45～11:50 全員で積木をケースに収納 

11:50～12:00 森のおはなし紙芝居 

第２部も同様 

三木町愛育会と
の共催でした。 
事前申込者は、
午前 118 名、 
午後 31 名。 

 

 森で拾ってきた葉っぱを持ってきたよ。一人一枚、好

きな葉っぱを選んでね。 

どんな葉っぱがあるかな？大きな葉、茶色、黄色、い

ろいろな色が混ざった葉っぱもあるよ。軸が長い葉を

選んだ人はいるかな？ この軸のことを、葉柄（ようへ

い）と言います。覚えてね。 

今日使う積み木は、香川県産のヒノキの間伐材から

作られています。すべての角を丸めて、ケガをしないよ

うになっています。ヒノキオイルの良い香りと、いい音が

するので、感じてみてね！ 

  

 

 

【森のお話】 木育フォーラム  木村晃子さん   香川県産木材認証制度運営協議会協力 

 

 
 

【森のつみき広場】 自由制作→住みたい町を作ろう→作品鑑賞→発表 

大人も子どもも、作りたいも

のを、自由に作っています。 

カチカチと良い音がしていま

した。 

立ち上がって、周囲を歩いて、

他の人の作品を鑑賞しました。 

何を作ったのか、制作者の子ども

に発表してもらいました。牧場と線

路だそうです。 

 

 

 

 

冬の森は寒いので、頭と首を

防寒しましょう！毛糸の帽子

とマフラーがあれば、厚着しな

くても大丈夫。 

町づくりでは、団地や田んぼ、

橋やタワーが完成。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者アンケートより 

 すばらしい内容で、今日参加した子どもたちの木の香りを覚えていてくれたらうれしいです。（60 代以上・女性） 

 自然木のシャラシャラ音のする積み木で遊べて、工夫して作るのがとても楽しかったです。（30 代・女性） 

 スタッフが子どもたちと接するのが上手で感心しました。またチャンスがあれば参加したいです。積み木がいっぱいあ

ったので楽しかった。（40 代・男性） 

 家にこんなにたくさんの積み木がないので、たくさんの積み木で遊ぶことができてよかったです。（30 代・女性） 

 子どもたちが楽しく考えながら学べてよかったと思います。（30 代・男性） 

 3歳男の子、1歳男の子を連れて参加しました。3歳長男は、たくさんの積み木で自由に遊べてとても楽しそうでした。

次男はまだ 1 歳なので、作るよりこわす方が楽しく、人のをこわさないようにするのが大変でした。小さい子のゾーン

などがあると、気にせず遊べていいかなと思います。（30 代・女性） 

 子ども（2 歳）が積み木に飽きてしまったのですが、どんぐり銀行があったのでよかったです。（30 代・女性） 

 たくさんの積み木でなかなかできないことで楽しかった。他の人の積み木の作品を見れて楽しかった。（30 代・女性） 

 1歳の子どもと一緒に参加しました。広い場所で積み木遊びができて大変喜んでいました。どんぐり通帳も作れてうれ

しい！！また参加したいです！！ありがとうございました。（30 代・女性） 

 子どもが小さくて、室内でのびのび遊べる場があればいいと思っています。このような積み木イベントをたくさんして

ほしいです。（40 代・女性）  

 積み木遊びの導入があってよかったです。とってもいい匂いの積み木で、触っているだけでほっこりしました。家族

で、未来のこと、家族のことを考えながら、積み木でいろいろなものを作りました。普段しているようでしていない話し

合いができて、こんな素敵な場を提供してくださり、よかったです。（30 代・女性） 

 親子一緒にとても楽しむことができました。テーマがあると、積み木が作りやすいのだなぁー。となりの方とも話がしや

すかったです。ありがとうございました。（40 代・女性） 

 

 

 

 
 

伐採の必要性について、子どもに分か

りやすい紙芝居で学習しました。 

「森は手入れをしないといけないもの

です。伸び放題の木の“間伐（かんば

つ）”をすることで、太陽の光が森の奥

まで届いて、木々や下草が生き生きと

してきます。」 

 

【森のおはなし 紙芝居】 

 

三木町愛育会 

会長 今出さん 

どんぐり銀行 臨時支店がオープン！ 

会員さんが、参加者として

も、積み木遊びスタッフとして

も、活躍しました！ 

預かったどんぐりは、苗木に育てて緑の保

全に使われています。  

 

▲通帳 

どんぐり勘定升▼ 
 

三木町愛育会と共催しました。 


